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第１号議案 ２０２３年度事業報告 
 

（１）通常総会 

・日 時：２０２３年５月２０日（土）  １０：００～１２：００ 

・会 場：オンライン（Zoom） 

・議 題：第１号議案 ２０２２年度事業報告 

第２号議案 ２０２２年度収支決算 

第３号議案 ２０２３年度事業計画 

第４号議案 ２０２３年度収支予算 

第５号議案 役員の選出（変更） 

 

（２）理事会 
 

回 開催日 内 容 出席者 会 場 

第１回 ４月２９日（土） 

【審議事項】 

・研究分科会（研究支援費）の採択審議 

・第６回研究大会の日時と場所 

・新入会員の入会審査 

・２０２３年度通常総会の資料確認 

【報告事項】 

・総会／第２回理事会のスケジュール 

・『日本フードツーリズム学会誌』第２号の編集進捗 

・昨年度会費の未納者 

・会員の退会 

８名 オンライン 

第２回 ５月２０日（土） 

【審議事項】 

・２０２３年度第１回理事会の議事録確認 

・２０２３年度通常総会の進行 

・第３回理事会の日程調整 

【報告事項】 

・『日本フードツーリズム学会誌』第２号の編集進捗 

１０名 オンライン 

第３回 ８月  ５日（土） 

【審議事項】 

・２０２３年度第２回理事会の議事録確認 

・第６回研究大会 

・新入会員の入会・休会審査 

・フードツーリズムセミナーの実施 

・第４回理事会の日程調整 

【報告事項】 

・『日本フードツーリズム学会誌』投稿規定の設定 

・広報検討チームへの依頼 

・会員状況 

 ７名 オンライン 

第４回 １１月１１日（土） 

【審議事項】 

・２０２３年度第３回理事会の議事録確認 

・第６回研究大会 

・新入会員の入会・退会 

・研究分科会 

・韓日観光交流研究所との連携 

・第５回理事会の日程調整 

・研究発表会の募集案内に記載すべき事項 

【報告事項】 

・フードツーリズムセミナーの報告 

・会員現況 

９名 オンライン 
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第５回 １月２０日（土） 

【審議事項】 

・２０２３年度第４回理事会の議事録確認 

・第６回研究大会 

・理事会および総会のスケジュール 

【報告事項】 

・会員の退会 

・会員状況 

１０名 書面開催 

 

（３）フードツーリズムセミナー 

・日 時：２０２３年５月２０日（土）  １１：００～１２：２０ 

会 場：オンライン（Zoom） 

          講  師：原田行司氏（大阪府環境農林水産部部長） 

テーマ：大阪産（もん）のブランディング 

参加者：３２名（うち２名が非会員） 
 

（４）視察研修 

        ・日 時：２０２３年１０月１４日（土）  １０：００～１７：００ 

会  場：長野県上田市 

内 容：１．シャトー・メルシャン椀子ワイナリー醸造所の見学 

２．あいそめの湯への日帰り入浴 

３．傍嶋則之氏（名古屋産業大学教授）による講義 

４．黄綬褒章受賞の入口修三先生（天皇料理番）監修の昼食弁当 

５．「己書」のワークショップ参加 

          参加者：６名 
 

 

（５）第5回研究大会 

      ・日 時：２０２４年 ２月 １７日（土）１３：００～１８：００ 

      ・会 場：名古屋産業大学  

      ・参加者：２７名（うち、非会員は４名） 

      ・プログラム 

①基調講演 

・四條流庖丁儀式と尾州早すしの復活 

                 入口修三氏（四條流包丁儀式保存会十六代家元） 
 

②研究分科会報告（２件） 

              ・地域固有性を有するスムージーのフードツーリズムへの展開 

藪下保弘 

・大阪産（おおさかもん）を活用したフードツーリズム研究 

                    平島佳世子 
 

③研究報告（５件） 

        ・国産ウナギを活用したフードツーリズムの発展可能性に関する予備的考察 

毛利康秀 

・食の生産・加工体験を通じた関係人口構築の取り組みと課題に関する一考察   

前嶋了 
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・「ＳＤＧｓ・食品ロス削減」を目標にした商品開発と地域資源活用によるガス 

トロノミーウォーキング」 

      加藤翔一郎・大西憧・安田恭太朗 

・発酵ツーリズムから生まれるまちづくりに関する一考察 

    野村京子・藪下保弘・川﨑眞理子・坂井ひより・越田諒・野村千尋 

・「温・飲・食」の相乗効果による旅行者のウェルネス概念の変容 

傍嶋則之 

 

（６）『日本フードツーリズム学会誌』 

      ・第２号を２０２３月５月発行した。 

      ＊公に認められた逐次刊行物と位置付けるため、ＩＳＳＮ（国際標準逐次刊行物番

号）を取得した。 

＊研究成果を社会に広げる目的で、国立国会図書館および公益財団法人味の素食の

文化センターに納本した。 

 

（７）研究分科会（研究支援費）の公募 

・２０２３年度は２件（うち１件は継続）の研究分科会が採択された。  

【新規】地域固有性を有するスムージーのフードツーリズムへの展開 

野村京子（研究代表者）・藪下保弘・川﨑眞理子・小畑博正 

【継続】大阪産（おおさかもん）を活用したフードツーリズム研究 

平島佳世子（研究代表者）・小川雅司・井手裕子・岡恵 

     

（８）広報（ホームページおよび facebook）の強化 

        ・事務局に設置された広報検討チームを設置し、ホームページおよび facebookのリニ

ューアルを実施、その強化に着手した。 

＊ホームページＵＲＬ  https://foodtourism.jp/ 

 

（９）会員数の状況 

      ・２０２４年３月３１日現在 

５５名（うち、正会員５２名、学生会員３名、賛助会員０名）   

＊昨年度の同時期から４名増加 

      なお、顧問（橋爪紳也氏）、名誉会員（佐藤智子氏）については、年会費を徴収

しない 
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第２号議案 ２０２３年度収支決算 
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第３号議案 ２０２４年度事業計画 
 

（１）通常総会 

・日 時：２０２４年５月１８日（土）  １０：００～１２：００ 

・会 場：オンライン（Zoom） 

・議 題：第１号議案 ２０２３年度事業報告 

第２号議案 ２０２３年度収支決算 

第３号議案 ２０２４年度事業計画 

第４号議案 ２０２４年度収支予算 

第５号議案 役員の選出（変更） 

第6号議案 会則の変更（事務局および学会の所在地、振込口座） 

 

（２）理事会  

  ・年間５回程度を開催する。 

 

（３）フードツーリズムセミナー 

  ・外部講師などを招き、フードツーリズムに関連するセミナーを１～２回開催する。 

    ・正会員の獲得も兼ねたセミナーとして、会員および非会員（非会員は有料－入会する場

合は無料とする）を対象に、事務局に設置されたフードツーリズムセミナー検討チームが

積極的に企画・実施する。 

    ・通常総会後に会員を主たる対象として、フードツーリズムセミナーを実施する。 

        「フードツーリズムとガストロノミー資源」 

村上喜郁教授（追手門学院大学） 

 

（４）視察研修 

  ・本年度は国内でフードツーリズムに関連する視察研修を会員および非会員を対象に１回開

催する。場所、内容などは現時点では未定であるが、学会の研究分科会と連携した視察と

することも検討する。 

＊視察研修は原則、現地集合・解散とし、必要な交通手配、宿泊等は各自個別に行う。 

＊視察研修に関わる謝礼などの経費は参加者で案分負担する。 

＊傷害保険等も参加者の責任での加入とし、学会としては事故等については免責とする。 

＊上記（３）のフードツーリズムセミナーとして実施する場合もある。 

   

（５）第７回研究大会 

  ・日時：２０２５年２月上旬（土） １３：００～１８：００ (予定） 

      場所：かなざわ食マネジメント専門職大学（石川県白山市） 

        ＊詳細は、今後の理事会で検討するが、概ね、第６回研究大会の内容（基調講演、研究

分科会報告、研究報告）を踏襲して企画する。 

 

（６）『日本フードツーリズム学会誌』 

  ・第３号の発行に向けて、２０２４年４月３０日に原稿を締め切り、同年５月付けて発行す

るべく、現在、編集中である。 
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（７）研究分科会 

  ・２０２４年２月７日に公募を開始し、３月２５日に締切、４月１４日の第１回理事会にお

いて、以下の３件（新規２件、継続１件）が採択された。なお、以下の研究分科会への参加

を希望する会員は、事務局から研究代表者にアポイントメントを取りますので、学会事務

局にご連絡下さい。 

【新規】奈良のガストロノミーツーリズムの可能性を探る 

          白石恵子（研究代表者）・山口美穂 

【新規】現代の和食シェフの育成プロセスに関する調査研究 

          梶原晃（研究代表者）・浦崎直浩・村上喜郁・葉山幹恭 
 

【継続】地域固有特性を有するスムージーのフードツーリズムへの展開 

          野村京子（研究代表者）・藪下保弘・川﨑眞理子・小畑博正 

＊継続は最長２年とし、研究費は前年度の残額を上限とします。 

 

（８）広報の強化 

    ・本学会の存在を広く社会に広めるために、事務局に「広報検討チーム」を設置し、ホーム

ページおよびＳＮＳのさらなる強化を行う。また、昨年度未着手であった学会のブランデ

ィングについて、理事会を中心に検討し、１年後を目処に新ロゴの設定を行う。 

        ：広報の強化に関心のある会員のみなさんには、是非とも参画をお願いいたします。参

画頂けるかたは事務局までメールでご連絡下さい。 
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第４号議案 ２０２４年度収支予算 

 
 

＜科目別予算計上の考え方＞ 

前年度実績を参考にしながら、次のような考えかたにもとづき予算を計上した。 

・会費収入：正会員６０名（３月３１日時点で５５名）、学生会員５名（３月３１日時点で３名）を想定。 

なお、ここには、昨年度の未納者２５名（のべ）からの徴収も含まれる。 

               ：本年度は賛助会員の獲得に積極的に取り組む。 

・事業収入：２回の開催（１人当たりのセミナー参加費：会員は１０００円、非会員は１５００円）を想定。 

・研究分科会：１研究分科会あたり上限５万円とする（継続の１件は昨年度の残金のみ使用可能）。 

・会場費：理事会はオンラインや理事の本務校を積極的に利用するが、研究セミナーなどでその他有料の会

議室を利用する場合もあることを想定。 
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第５号議案 役員の選出（変更） 
 

会則により、役員の任期は３年であるが、諸般の事情により、２０２３年度をもって、事務局

長の小川雅司（大阪産業大学）と理事の小畑博正（嵯峨美術大学）が退任した。また、青木洋

高（文教大学）が事務局長に、薮下保弘（かなざわ食マネジメント専門職大学）と安田亘宏(旅

の創造研究所）が新たに理事に就任した。 

 

【役員（敬称略）】   

       会 長：（留任）中村忠司（東京経済大学） 

       副会長：（留任）村上喜郁（追手門学院大学） 

      事務局長：（新任）青木洋高（文教大学） 

理 事：（留任）稲本恵子（共栄大学） 

（留任）傍嶋則之（名古屋産業大学） 

（留任）萩野哲也（株式会社ＪＴＢ） 

（留任）平島佳世子（株式会社Double Doors） 

（留任）山原一晃（株式会社ＪＴＢ） 

（新任）薮下保弘（かなざわ食マネジメント専門職大学） 

（新任）安田亘宏（旅の創造研究所） 

監  事：（留任）岡恵（弁理士法人オフィス大江山） 

（留任）五嶋俊彦（京都外国語大学） 
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第６号議案 会則の変更（事務局および学会の所在地、振込口座） 
 

事務局の変更により、会則第2条１および第１８条２を以下の通り改訂する。 

 

第2条 事務局および学会の所在地 

 １ 本会の事務局は、以下に置く。 

旧） 

  〒574-8530 大阪府大東市中垣内３丁目１番１号 大阪産業大学経済学部小川雅司研究室 

新） 

〒121-8577 東京都足立区花畑５-６-１文教大学東京あだちキャンパス 青木洋高研究室 

 

第１８条 年会費 

２ 前項１）の年会費の振込口座は、以下の通りとする。 

  旧） 

三井住友銀行 新石切支店（１５９） 普通 １７９７８４４ 

日本フードツーリズム学会 事務局長 小川雅司（ﾆﾎﾝﾌｰﾄﾞﾂｰﾘｽﾞﾑｶﾞｯｶｲ ｼﾞﾑｷｮｸﾁｮｳ ｵｶﾞﾜﾏｻｼﾞ） 

 新） 

 ゆうちょ銀行 口座記号番号 記号：１４０９０ 番号：６４００８５７１ 

日本フードツーリズム学会 （ニホンフードツーリズムガッカイ） 


